









 2017年 7 月九州北部豪雨災害に対する京都大学防災研究所の活動 
 
 





2017 年 6 月末から 7 月始めに発生した九州北部を中心とする豪雨災害について京都大学防災研究所が実
施した調査・研究活動の概要と、今後の研究課題についての概要をとりまとめる。 
 









全国での死者・行方不明者 44 名 1)にのぼるが、特に福
岡県（朝倉市 36 名・東峰町 3 名）における被害が大き
く 39 名となっている。近年発生した水害の中では 2014
年 8月 19日豪雨災害（広島での土砂災害）死者 77名 2)
（関連死含む）、2013 年台風 26 号（伊豆大島での土砂












「平成 29 年 7 月九州北部豪雨災害」について防災研究
所の総力をあげて調査・研究を行うことした。 
 研究の目的は、以下の通りである。今後 30～50 年先























表 1 研究チームの構成 

























14時 00分－14時 05分 開会挨拶：所長 中川 一 
14 時 05 分－14 時 10 分 調査全体像：副所長 牧 紀
男 
14 時 10 分－14 時 40 分（気象・水文）「九州北部豪雨
の特徴」 石川 裕彦 
14時 40分－15時 10分（地形変動） 「地表変動」 釜
井 俊孝 
15 時 10 分－15 時 40 分（治水）「九州北部豪雨による
水・土砂・流木の氾濫」 竹林 洋史 
16 時 00 分-16 時 30 分 （情報・避難・災害対応）「地
域の災害対応を支える防災文化の今」 竹之内 健介 
16時 30分-17時 00分 （AI・IT技術)「先端的な情報技
術の災害対応への適用に関する考察」 畑山 満則 
17時 00分-17時 30分（全体ディスカッション）進行：






て 2月 20日 13：30 〜 15：00きはだホールで開催された。 
最終報告会のプログラムは以下の通りである（〇は発
表者）。 








































1) 消防庁応急対策室、平成 29 年 6 月 30 日からの梅雨
前線に伴う大雨及び台風第３号 の被害状況及び消防
機関等の対応状況等について（第 75 報）、平成 30
年 2月 22日 16時 00分 
2)  消防庁応急対策室、8 月 19 日からの大雨等による
広島県における被害状況  及び消防の活動等につい
て（第 47報）、平成 28 年 6月 24日 15時３0分 
3)  消防庁応急対策室、平成 25 年台風第 26 号による被
害状況等について（第 37 報）、平成 26年 1月 15日
10時 00分 
  




This is the summary of research activites by Disaster Prevention Research Institute, Kyoto University 
responding to the 2017 flooding and land slide disaster at the northern Kyusyu area.  
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